
インプット（予算）

アクティビティ
（事業概要）

アウトプット
（活動実績）

インパクト（社会的な影響）

（別紙） ロジックモデル

その他の関連事業、施策

初期（※）アウトカム①

中長期（※）アウトカム

初期（※）アウトカム②

アウトカム
（活動実績がもたらす状況の変化、人の行動変容、その他成果）

事業により直接コントロールできない部分

（※）時間軸で初期→中長期で設定。

解決すべき
問題・課題

上記問題・課題
と事業との関係

（注１）アウトプット及びアウトカムの点線枠内には、何をもってアウトプット及びアウトカムを測るのかを記載する。
（注２）アウトカムを定量的に測ることが困難な場合には、代替となる事項をもってアウトカムを測ることの相当な理由も同枠内に記載する。

新聞広告
（突出し）の掲載

令和２年度
７８７百万円

テレビ、インターネット、ラジオ等の媒体を活用し、
その特性を踏まえた広報を実施

・新聞広告共通調査プラットフォーム
によるインターネット調査
（認知度・理解度）

視覚障害者向け
資料の発行

視覚障害者等向けの広報媒体と
して、政府の重要施策等の情報を
紹介する音声広報CDと点字・大活
字広報誌を発行。

・音声広報CDと点字・大活字広報
誌の発行回数

新聞広告（突出し）は、各紙に
１週間１テーマを毎週掲載
（全国紙５紙、ブロック紙３紙、
地方紙６５紙の計７３紙に掲載）

政府の重要施策の内容、背景、必要性等を国民に広く周知するために、テレビ、インターネット、新
聞、ラジオ等の媒体を活用し、その特性を踏まえた広報を実施する必要がある。

新聞広告（突出し）は、簡潔に分かりやすく行動を喚起するテーマに適しており、その特性を活かした広報を実施することにより、国民に対し
政策の認知や理解促進が図られる。

視覚障害者向け広報は、情報バリアフリー（高齢者や障害者に配慮した情報の提供）の考えの下、文字や映像情報が得にくい視覚障害者
等に向けて、音声広報ＣＤ及び点字・大活字広報誌を発行することにより、政策の認知や理解促進が図られる。

政府の重要施策に対する
認知・理解が浸透し、

国民の認識や意識、行動
が変化する。

視覚障害者等が政府の重要政策等
の情報を得やすくなり、施策の認知
や内容への理解が促進される。

・政府広報室が実施するアンケート調査に
おける利用状況、理解度評価

・政府広報オンラインの掲載ページへのア
クセス数

・新聞広告（突出し）の掲載回数

新聞閲読者に対して、重要政策等の
背景、必要性等を伝えることにより、施策
の認知や内容への理解が促進される。

広報接触者が広報内容に興味関心を持
ち、必要な情報を主体的に収集にするこ
とによって重要施策等への理解の質をよ
り高める。
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